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8 週齢の Wistar ラット合計 40 匹を OBX 手術群（29 匹）と偽手術（Sham）群（11 匹）に
分けて、2 週間の回復期間の後に HE 合計スコアを測定し、10 点以上であった OBX ラット
を以降の実験に使用することとした。HE スコアが均等になる様に OBX-
Saline(Sal)(n=9)、OBX-Exercise(Exe)(n=10)、OBX-Imipramine(Imi)(n=10)の 3 群に割
りつけた。Sham 群、OBX‐Sal 群および OBX‐Exe 群には生理食塩水を腹腔内注射し、
OBX‐Imi 群にはイミプラミンを 1 日 1 回 14 日間注射した。注射前には毎回ラットの体重
を測定した。注射後、OBX‐Exe 群は 30 分間低強度で回転する電動回転カゴの中で、他の
群は 30 分間固定された回転しないホイールの中で、1 日に 1 回合計 14 日間過ごした。15
日目に HE 合計スコアの測定、OFT と YMT を行なった。OFT ではラットの総移動距離、ア
リーナの隅で過ごす時間と距離の割合について記録された。統計ソフトを用いて、各手
順について ANOVA と Tukey‐Kramer 法による有意差検定を行った。結果は平均±平均の
標準誤差として表され、有意差は P<0.05 とした。 
 
【結果】 
OBX 手術日と比較した 1 日目の平均体重増加率は、Sham 群と比較して OBX 群で有意に低
かった。第 1 日と比較した第 14 日の平均体重増加率では、全群間に有意差はなかった。
その中で、OBX‐Imi 群と OBX‐Sal 群に有意差はなかった。全 29 匹の手術ラットは 1 日
目に 10 点以上の HE スコアを示した。1 日目の HE 合計スコアは、Sham 群と比較して全
OBX 群で有意に高かった。15 日目の HE 合計スコアは、偽手術群と比較して OBX‐Sal 群
で有意に高かった。15 日目の OBX‐Exe 群と OBX‐Imi 群の HE 合計スコアは同等であった














































































体重減少は起こっており、 本研究でも同様の傾向が見られため OBX の完成の証拠の一
つとした。 
 
Q：合計 40 例だが、各群の数が揃っていない理由は手術が難しかったからか。 














A：1 日 1 回 20 分間のウォーキングくらいだと言われている。 
 
以上の内容の斬新さ、重要性、実験方法の正確性、表現の明確さ、及び質疑応答の結果
を踏まえ審査員で協議した結果、本論文は学位論文に値すると評価された。  
 
 
